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研究成果の概要（和文）：本課題では，重要な生態系サービスを我々に提供している塩性湿地の保全と再生を目
的として，今まであまり注目されていなかった地盤の高い塩性湿地（高層塩性湿地）の機能評価と，塩性湿地の
類型化を試みた．結果，陸域と接続する，高層帯を有する塩性湿地パッチは塩性湿地を利用する底生生物の種多
様性が高いことが示唆された．また，塩性湿地生態系は異なる生物相・物理化学環境を有する6タイプに分けら
れることが示唆された．

研究成果の概要（英文）：In this research, I aimed to conservation and restoration of salt marshes 
that provide important ecosystem services to us. I attempted to evaluate the species diversity of 
them with high marsh zones, which have not received much attention so far. The results suggest that 
salt marsh patches with a high marsh zone connected to the land area have a high species diversity 
of benthos that utilize salt marshes. Moreover, I attempted to classify the salt marsh ecosystems, 
resulting that they can be classified into six types with different aquatic fauna and 
physicochemical environments.

研究分野：自然共生システム，生物資源保全，水産，応用生態

キーワード： 塩性湿地　ヨシ原　底生生物　汽水域　生物多様性保全

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
近年では自然環境の定量評価が試みられており，河川に現存するヨシ原もその1つである．本成果では，ヨシ原
は生物相から6つに細分化されることを示した．つまり，ヨシ原の面積の定量評価が各地で行わる際には，「ヨ
シ原」という単一項目からより解像度を上げて定量評価をする必要性が強調される．言い換えると，本成果に基
づき，効果的なヨシ原の定量評価が期待される．また，陸域との接続性が高い種多様性の維持に必要であること
が示唆されたことから，地盤の高さに配慮した塩性湿地の自然再生が今後期待される．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 

 

１．研究開始当初の背景 

塩性湿地とは河口部の微高地に形成される潮間帯の植生域である．本環境は陸域と水域との
エコトーン機能，ブルーカーボン貯蔵による温暖化緩和機能，水質浄化機能など，多面的な生態
系サービスを供給している．この観点から，塩性湿地生態系は持続可能な開発目標（SDGs）の
達成に不可欠であるが，都市化に伴う河川の護岸化によって本環境の劣化・消失が国際的な問題
として挙げられており，近年では特に人工護岸と気候変動による Coastal squeeze（沿岸の圧迫）
が危惧されている．それゆえ，本環境の保全・再生に関する知見の集積が喫緊の課題として掲げ
られている． 

 日本の温帯河口域ではヨシ群落（ヨシ原）が代表的な塩性湿地として認識されており，ヨシ原
の造成事業が全国的に計画・実施されている．しかしながら，日本の河川河口域では河岸がコン
クリート化されており，塩性湿地の地盤高が十分に確保されていないことがある（図 1の右側）．
自然度の高い河口では，地盤の高い場所にヨシに加えてアイアシやハマボウなどの塩生植物が
生育する．このような塩性湿地景観は，単調なヨシ原よりも生物多様性が高いと考えられるが，
十分に研究されていない．加えて，ヨシ原は，低塩分域から高塩分域まで形成され，底質も礫，
砂，泥と多様であるが，このような物理化学環境と生息する底生生物の関係は十分に調べられて
いない． 

図 1. 陸域と接続する塩性湿地（左）と接続性が消失した塩性湿地（右）のイメージ．いずれ

も景観上はヨシ原ではあるが，右側はコンクリート護岸によって地盤の高い湿地環境が消失し

ているため，種多様性は左の状況と比べて低い可能性がある． 

 

２．研究の目的 

本研究目的は塩性湿地生態系の効果的な保全を目的として，ヨシ原よりも地盤の高い塩性湿
地（高層塩性湿地）の種多様性を評価した．加えて，ヨシ原を含む塩性湿地景観を類型化し，保
全単位の特定を試みた． 

 

３．研究の方法 

（1）野外踏査 

本研究を達成するうえで，塩性湿地の幅広い環境（塩分や底質）を網羅する必要があった．そ
こで，塩性湿地の踏査は，福岡県の有明海，瀬戸内海，および日本海沿岸に流入する河川汽水域
と入江の 32ヶ所を対象として，計 101ヶ所の塩性湿地パッチを調査地とした．この際，各パッ
チ内の環境がある程度均一なものを選定した． 

調査地の踏査は 2022 年 から 2023 年にかけて実施した．各パッチに生育していた塩生植物
に加え，湿地内で見られた水生生物，および陸生生物の在・不在（1・0）情報を記録した．ただ
し，陸生生物（クモ類や昆虫類など）については季節による変動が大きく，また十分な種同定が
できなかったため，解析等では除外し，定住性の高く，種の同定が比較的容易であった水生生物
（魚類，十脚目甲殻類，および巻貝類）を対象とした．加えて，ゴカイ科多毛類のイトメについ
ても塩性湿地に穴居する希少種であるため，本研究の対象生物として採用した． 

生物採集と併せて，塩性湿地の底質の状態と間隙水塩分が評価された．底質は，礫（> 2 mm），
砂（2–0.063 mm），泥（< 0.063 mm）に分級され，それぞれの割合を算出した．加えて，パッ
チの縁辺でスコップを用いて穴を掘り，地中から沸いた水を 50 mL 採取した．この水の塩分を
実験室にて測定した． 

 

（2）塩性湿地の類型化 

Two-way indicator species analysis（TWINSPAN）によって，解析対象種の在・不在情報か



ら 101ヶ所のパッチを類型化し，6つのクラスターを作成した．各クラスターの底質の特性，塩
分の特性，生物相特性，パッチ面積，および種数を評価した． 

 

（3）高層塩性湿地の種多様性 

類型化によって得られえた成果を基に，陸域との連続性が確保されている塩性湿地パッチと
陸域との接続性が失われている（あるいは中洲で陸域と接続していない）パッチを抜粋して，解
析対象種の種数を比較した．  

 

４．研究成果 

（1）野外踏査 

101 ヶ所の塩性湿地パッチで，塩生植物は 9 種確認され，90 ヶ所のパッチでヨシが確認され
た．対象とした水生生物は 78 種（種群）が確認され，このうち 33 種（種群）が塩性湿地に生
息する，あるいは一時的に利用する塩性湿地性種であった（図 2）．また，42種が環境省レッド
リストに絶滅危惧種あるいは準絶滅危惧種として掲載されている希少種であった．今回の踏査
では，低塩分域から高塩分域まで，また，礫，砂，泥などの幅広い底質環境を踏査できたことで，
多様な生物相データセットを得ることができた． 

図 2. 踏査で確認された生物の一部． 

 

（2）塩性湿地の類型化 

生物相の相違によって区分された 6 つのクラスターの景観と特性の概要を図 3 に示す．クラ
スターは Aと B に大別されたのちに，それぞれ 3つずつに細分化された．クラスターAは B と
比べると塩分が高く，ヨシ以外の塩生植物がよく見られた．さらにクラスターA の 3 つはそれ
ぞれ底質環境が異なり，結果として種数や種組成にも相違がみられた．対して，クラスターBは
基本的にヨシ単独の湿地パッチであり，他の塩生植物はあまり見られなかった．Bbは細粒分で
構成された底質を有する傾向が見られた．Ba1と Ba2 の底質は特定の傾向は見られなかったが，
塩分に相違がみられた．よって，クラスター間における生物相と種数の相違は，塩分や底質の特
性に応じていると考えられる． 

日本の河川においては，国土交通省によって，ヨシ原の保全・再生に関する定量的な目標を定
めることが提案された．本研究では 101 ヶ所の調査地の 89%でヨシが確認されたが，ヨシ原は
複数のクラスター（生息場）を内包することが示された．つまり，ネイチャーポジティブの文脈
において，保全上効果的なベースラインを構築するためには，6つのクラスターそれぞれの分布
と面積を評価することが理想である．例えば，洪水リスクの低減を目的に塩性湿地の掘削が行わ
れる．上述したように，各クラスターの空間分布と面積を評価できれば，生物多様性の劣化を最
小限にとどめた上で，災害リスクを低減できる掘削場所を特定できる可能性がある． 

 本成果はオープンアクセスの国際誌に掲載済みである（Koyama et al. 2024）． 

図 3. 6つのクラスターの景観の一例（左）と，クラスターの特性（右）．本図は Koyama et al.

（2024）の Fig.7，Fig. 8，および Table 5 を改変・翻訳することで作成された．  

 

（3）高層塩性湿地の種多様性 

先に述べた成果から，塩性湿地を構成する塩分や底質によって，生物相や出現種数に相違が生
じることが示された．そのため，高層塩性湿地を評価するためには，底質と塩分を統一して比較
する必要性が生じた．そこで，踏査した 32 ヶ所の河川汽水域・入江から 6ヶ所を抜粋した．こ
れらの地域には，陸域と接続する塩性湿地パッチ（高層塩性湿地を含むパッチ）と 接続性が失
われている（あるいは中洲で陸域と接続していない）パッチそれぞれがあり，かつそれらの塩分
と底質環境がある程度類似していたためである． 



6 ヶ所計 12 の塩性湿地パッチの種数を図 4 に示す．地域間の環境は異なるため，これらの比
較はできないものの，地域内のそれぞれのパッチについてはある程度環境が類似しているため，
比較を試みた．その結果，塩性湿地性の種数は 6地域いずれも陸域と接続するパッチの方が，接
続していないパッチよりも種数が多かった（図 4左）．一方，塩性湿地以外の生息場を利用する
（非塩性湿地性）種の数は，6地域中 3地域では陸域と接続するパッチの方が，接続していない
パッチよりも種数が多かったが，残りは同数，あるいは対照的な結果を示した（図 4真中）．全
種数でみると，6 地域中 3 地域では陸域と接続するパッチの方が，接続していないパッチよりも
種数が多かった（図 4 右）．よって，高層塩性湿地が現存する場所ほど，塩性湿地性の種数が多
く，結果として種多様性が高い可能性が示唆された． 

一方，塩分と底質を統一しなければならず，解析対象が 6地域しか選定できなかった点で，よ
りデータ量を増やした解析が望まれる．特に，（2）の成果から 6 つのクラスターが示されたこと
から，それぞれのクラスターについて，陸域と接続するパッチ，および接続していないパッチを
比較するのが理想である．また，高層塩性湿地が現存する場所では，クモ類，昆虫類や両生類（カ
エル類），爬虫類（ヘビ類）なども確認されたことから，陸生生物や淡水性の水生生物にも焦点
を当てた研究が今後望まれる． 

 
図 4. 6地域における 2つのパッチ間の種数． 

 

（4）まとめ 

本課題は，塩性湿地の生物多様性保全に関するものであり，高層塩性湿地の重要性に焦点を当
てた．近年では自然環境の定量評価が試みられており，河川に現存するヨシ原もその 1 つであ
る．今後，ヨシ原の面積の定量評価が各地で行われ，評価結果に応じた保全・再生活動が実施さ
れると思われる．このような背景の中で，本成果では，ヨシ原は生物相から 6つに細分化される
ことを示した．これは「ヨシ原」という単一項目からより解像度を上げて定量評価をすることで，
効果的な保全候補地の選定，および再生すべき塩性湿地環境の推定ができるようになると期待
される．また陸域との接続性が高い塩性湿地が，水生生物の種多様性の維持に必要であることが
示唆された．自然再生時には地盤の高さに配慮したヨシ原再生が望まれる．また，防災上の観点
からヨシ原を掘削する際には，陸域との接続性を残すような配慮が望まれる．本成果が社会実装
され，塩性湿地の効果的な保全と再生の一助となることを期待する． 
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福岡県の塩性湿地生態系の保全に関する研究

多々良川河口干潟におけるイトメ Tylorrhynchus osawai (環形動物門ゴカイ科)の 生活史

十脚目甲殻類を指標として保全上重要な塩性湿地を特定できるのか？
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８．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

共同研究相手国 相手方研究機関


